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　 動 報 告
かつ

どう ほう こく 住
民
票
な
ど
の
交
付
に
係
る

本
人
通
知
制
度
の
お
知
ら
せ

【本人通知制度の流れ】

�

�

市民課で登録

代理人などからの
交付請求

登録者へ通知

旧
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
桶
川
分
教

場
の
整
備
・
管
理
の
た
め
の
寄
附

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

旧
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
桶
川
分
教

場
跡
地
整
備
管
理
基
金
へ
の
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

高
齢
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す森田 元信さん

桶
川
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

高橋 和夫さん

エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
2
0
1
6

（
夏
）

第
1
回
い
じ
め
対
策
委
員
会

い
じ
め
110
番
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を

開
設
し
ま
す

教
育
委
員
会
第
8
回
定
例
会

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
不
正
請
求
や
不

正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権
利
侵
害
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
本
人
通
知
制
度
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
を

「
あ
な
た
の
代
理
人
や
第
三
者
」
に
交
付

し
た
場
合
に
、
そ
の
交
付
の
事
実
を
通
知

す
る
も
の
で
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場

合
は
、
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
。

本
人
通
知
制
度
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

不
正
請
求
の
早
期
発
見
、
事
実
関
係
の
早

期
究
明
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

事
前
登
録
の
対
象
者
▼
市
の
住
民
基
本

台
帳
、
ま
た
は
戸
籍
に
記
録
さ
れ
て
い
る

人
登
録
方
法
▼
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人

確
認
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
市
民
課

川
田
谷
に
あ
る
旧
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校

桶
川
分
教
場
の
建
物
は
、
平
成
28
年
2
月

に
市
の
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

市
で
は
こ
の
建
物
の
整
備
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

本
整
備
事

業
に
賛
同
い

た
だ
け
る

方
々
か
ら
の

寄
附
金
を
受

け
付
け
て
い

ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い

し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
道
の
駅
・
飛
行
学
校
跡
地

整
備
課

6
月
30
日
現
在
の
寄
附
件
数
は
51
件
、

金
額
は
7
�
2
5
8
�
4
7
5
円
で
す
。

前
回
の
広
報
掲
載
（
平
成
28
年
1
月

号
）
以
降
、
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
個
人
】

加
田

菊
美

様

臼
田

智
子

様

高
栁

雅
子

様

鍋
田

文
夫

様

島
田

正
一

様

※
そ
の
他
、
氏
名
公
表
不
可
3
人

【
団
体
】

自
民
党
桶
川
支
部
・
女
性
部
・
青
年
部

様

桶
川
市
写
真
連
盟

様

（
受
付
順
）

詳
し
く
は
�
道
の
駅
・
飛
行
学
校
跡
地

整
備
課

次
の
方
は
、
永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

7
月
1
日
付
け
で
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
と
し
て
高
橋
和
夫
さ
ん
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
�
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会

県
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
定
着
に
向
け
た
き
っ

か
け
づ
く
り
の
た
め
、
毎
年
夏
と
冬
の
年

2
回
、
エ
コ
ラ
イ
フ
Ｄ
Ａ
Ｙ
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
省
エ
ネ
・
省
資
源
な
ど
環
境

に
配
慮
し
た
生
活
を
一
日
実
践
す
る
こ
と

を
通
し
て
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸

化
炭
素
量
を
削
減
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。市

で
は
、
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
、

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
こ
の
エ
コ
ラ
イ
フ

Ｄ
Ａ
Ｙ
に
、
市
内
11
校
す
べ
て
の
小
・
中

学
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
の
夏

休
み
に
参
加
し
た
人
数
お
よ
び
二
酸
化
炭

素
の
削
減
量
は
次
の
通
り
で
す
。
こ
の
夏

休
み
、
家
庭
で
も
子
ど
も
と
一
緒
に
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
�
学
校
支
援
課

と
き
▼
8
月
26
日
㈮
午
後
1
時
30
分

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
303

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
学
校
支
援
課

対
象
▼
原
則
と
し
て
、
市
内
の
小
・
中

学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

開
通
日
▼
8
月
25
日
㈭

開
設
日
▼
月
〜
金
曜
日
の
午
前
9
時
15

分
〜
午
後
4
時
30
分
※
祝
日
を
除
く
。

電
話
番
号
▼
786
―
1
5
5
5

詳
し
く
は
�
学
校
支
援
課

と
き
▼
8
月
24
日
㈬
午
後
2
時

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
303

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
次
回
の
教
育
委
員
会
は
、
9
月
23
日

㈮
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
教
育
総
務
課

去る、７月１０日㈰、上日出谷・下日出谷地区の祇園祭が行われました。
以前は、７月１５日・１６日の両日に開催される「桶川祇園祭」前日の１４日に
行われていたそうですが、１４日が平日にあたる年などは参加者が少なくなる
ということもあり、平成に入ってから「桶川祇園祭」直前の日曜日の開催と
なったそうです。古くは、地域内の家を一軒一軒、神輿を担いで回り、五穀
豊穣と家内安全を祈願したとのことです。現在は、日出谷の氷川神社で入魂
式を行った後、神輿がそれぞれの地域を練り歩きます。
当日は、気温が３０度を超える真夏日となりましたが、私も両地区の皆様と
一緒に神輿を担ぎ、それぞれの町内を練り歩きまし
た。日出谷地区は、区画整理事業等により、現在新
たな宅地化が進んでおります。そうした中、昔なが
らの伝統行事を、地域のみんなで次世代へと伝承す
るということの素晴らしさを感じました。
また、７月１５日㈮・１６日㈯の両日には、２７７年続
く伝統ある「桶川祇園祭」が開催され、中山道を各
地区の山車や神輿が練り歩く威勢の良い姿は、多く
の来場者を魅了すると同時に、まちに元気と活力を
与えてくれました。
みんなで気持ちを一つにしてこうした祭りを続けることは、主催者や関係
者の皆様にとりましては大変な苦労がありますが、地域力を高めるとともに、
まちの活性化の大きな原動力につながると改めて感じた一日でした。

桶川市長

vol．32

市長元気通信

市内小・中学校の取組み結果
（平成27年度夏）

合計

5，941

11，381

※ブナの木1本が1日あたりに吸収
できる二酸化炭素の量は約30gです。
市内小・中学校11校で、ブナの木約
37万9千本が吸収する二酸化炭素量
を削減できました。

中学校
（4校）

1，763

2，460

小学校
（7校）

4，178

8，920

人数
（人）
削減量
（㎏）

８月

桶川祇園祭

上日出谷保存会下日出谷保存会
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桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211
桶川市教育委員会 �786―9866

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
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響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板
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生
涯
学
習
ガ
イ
ド（
8
月
〜
11
月
）

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

皆
様
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

8
月
は「
人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す

県
民
運
動
強
化
月
間
」で
す

桶
川
北
本
水
道
企
業
団
職
員

募
集
の
お
知
ら
せ

8月1日から「児童扶養手当法」が一部改正されたため、児童扶養手当の第2子の加算額および第
3子以降の加算額が変わります。

【第 1 子】変更なし
【第 2 子】月額5千円 � 最大で月額1万円に
【第3子以降】月額3千円 � 最大で月額6千円に

《変更後の月額》

子どもが1人の場合 全部支給：42，330円
一部支給：42，320円～9，990円（所得に応じて決定されます）

子ども2人目の加算額
定額5，000円 � 全部支給：10，000円

一部支給：9，990円～5，000円（所得に応じて決定されます）
子ども3人目以降の加算額（1人につき）
定額3，000円 � 全部支給：6，000円

一部支給：5，990円～3，000円（所得に応じて決定されます）

※8月分から加算額が増額されますが、8月から11月までの4か月分は12月に支払われます。
詳しくは�こども支援課

平平成成２２８８年年度度 臨臨時時福福祉祉給給付付金金おおよよびび障障害害・・遺遺族族年年金金受受給給者者向向けけ
給給付付金金ににつついいてておお知知ららせせししまますす

平成26年4月からの消費税率の引上げの影響などを踏まえ、所得の低い人への負担の影響に配慮した
臨時的な措置として「臨時福祉給付金」が平成27年度に引き続き、今年も支給されます。また、障害・
遺族年金受給者には、障害・遺族年金受給者向け給付金が支給されます。
◇支給対象者
平成28年1月1日に桶川市に住民登録がされていて、平成28年度市県民税（均等割）が課税されてい
ない人（非課税の人）
※ただし、次の人は対象外となります。
�課税されている人に扶養されている人 �生活保護を受けている人
◇支給額
臨時福祉給付金 対象者一人につき3，000円
※臨時福祉給付金および障害・遺族年金受給者向け給付金の両方に該当する人は、33，000円の支給と
なります。

◇受付期間
9月1日～12月28日（予定）
臨時福祉給付金の申請書は、8月31日までに郵送します。
※給付金の対象者になる可能性のある人がいる世帯にお送りします。
◇申請方法
申請書が届いた人は必要事項を記入し、添付資料とともに同封の返信用封筒に入れ郵送してください。
福祉給付金窓口（分庁舎下水道課前）でも受け付けします。（土日・祝日を除く午前8時30分～午後
5時15分）
◇支給予定
10月中旬より支給を開始します。審査のうえ、支給または不支給の決定通知書を送付します。その後、
給付金を支給該当者の指定した口座に振り込みます。

臨時福祉給付金に関する詐欺にご注意ください‼
�現時点で、市や国（厚生労働省）では、皆さんの世帯構成や金融機関の口座番号などの個人情報は照会
していません。

�市や国（厚生労働省）では、ATM（銀行、コンビニなどの現金自動支払機）の操作をお願いすること
はありません。

※「臨時福祉給付金」の給付を装った振り込め詐欺・個人情報詐欺にご注意ください。

◇申請手続きなどの問合せ 厚生労働省専用ダイヤル�0570－037－192 詳しくは�社会福祉課

市
民
の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
た
め
に
、

学
習
機
会
の
情
報
を
ま
と
め
た
『
生
涯
学

習
ガ
イ
ド
』
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
公
共

施
設
（
公
民
館
・
図
書
館
な
ど
）
に
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
し
く
は
�
生
涯
学
習
文
化
財
課

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
倫
理
研
究
所

埼
玉
県
桶
川
市
倫
理
法
人
会

様

詳
し
く
は
�
契
約
管
財
課

児
童
・
高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
、
女
性

に
対
す
る
暴
力
、
障
害
の
あ
る
人
へ
の
偏

見
な
ど
様
々
な
人
権
問
題
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用

し
た
人
権
侵
害
な
ど
新
た
な
人
権
問
題
も

発
生
し
て
い
ま
す
。

「
人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す
県
民
運

動
」
は
、
す
べ
て
の
県
民
が
お
互
い
の
人

権
を
尊
重
し
な
が
ら
共
に
生
き
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
県
・
市
町
村
は
も
ち
ろ

ん
県
民
総
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
運
動
で
す
。

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

in
川
越
」
の
開
催

と
き
▼
8
月
30
日
㈫
午
後
1
時
〜
3
時

と
こ
ろ
▼
ウ
ェ
ス
タ
川
越

内
容
▼

①
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏（
川
越
ふ
じ
太
鼓
）

②
藤
岡
弘
、
さ
ん
（
俳
優
・
武
道
家
）
に

よ
る
人
権
講
演
会

③
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
（
星
野
高
等
学
校
音

楽
部
に
よ
る
合
唱
）

④
子
ど
も
向
け
着
ぐ
る
み
シ
ョ
ー
、
人
権

啓
発
資
料
展
示
、
人
権
相
談
な
ど
※
午
前

10
時
〜
午
後
3
時
30
分

費
用
▼
無
料

そ
の
他
▼
先
着
順
、
申
込
み
不
要

問
合
せ
�
県
人
権
推
進
課
�
８３０
―
２
２

５
５職

種
▼
一
般
事
務

採
用
予
定
人
数
▼
2
人

対
象
▼

�
大
学
卒
�
平
成
1
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

�
短
大
卒
�
平
成
3
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

�
高
校
卒
�
平
成
5
年
4
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

第
1
次
試
験
日
▼
10
月
16
日
㈰

申
込
期
間
▼
持
参
�
8
月
26
日
㈮
〜
9

月
2
日
㈮
の
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
（
土

日
を
除
く
）

郵
送
�
8
月
25
日
㈭
〜
9

月
1
日
㈭
【
消
印
有
効
】

試
験
案
内
の
配
布
▼
桶
川
北
本
水
道
企

業
団
総
務
課
、
ま
た
は
企
業
団
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

問
合
せ
�
桶
川
北
本
水
道
企
業
団
総
務

課
�
０４８
―
５９１
―
２
７
７
５

サン・アリーナ
臨時休館日のお知らせ

８月４日㈭、サン・アリーナ
は館内一斉点検および清掃のた
め、臨時休館日となります。
問合せ�（公財）桶川市施設管理

公社（サン・アリーナ内）
�７８７－５１１１

チャドクガにご注意ください
�生態 チャドクガは、お茶の木、ツバ
キ、サザンカなどの葉に4月から10月
にかけて発生します。
�駆除方法 卵・幼虫のときに葉ごと切
り取って除去する。成虫になってしま
った場合は、殺虫剤を散布する。
�さされたときの症状 直後に赤い湿疹
を生じ、軽い痛みと激しいかゆみを伴
います。
�さされたときの対処法 皮膚についた
チャドクガの毛をセロテープでとりよ
く洗い流します。かゆみが治まらない
場合は、皮膚科を受診してください。

詳しくは�環境課

児児童童扶扶養養手手当当のの加加算算額額がが変変わわりりまますす

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211
桶川市教育委員会 �786―9866
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「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善

事
業
」の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

新
た
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

第
8
回
農
業
委
員
会
総
会

総額 2,807,019円 のご協力をいただきました。
義援金協力団体（企業・団体・個人名）
成松兼子様、第３７回桶川東公民館サークル発表会実行委員会様、
桶川市グラウンドゴルフ協会様、つるし飾り雛 朝日絵手紙サー
クル様、上尾桶川伊奈衛生組合様、NPO法人アジアの仲間によ
る航空フォーラム様、ゆりの木グラウンドゴルフクラブ様、PPK
体操様、桶川市ボウリング協会様、桶川市民謡連盟様、桶川環境
サービス事業協同組合様、㈱増田紙業様、下日出谷グラウンドゴ
ルフクラブ様、太極拳サークル加納様、べにばな太極拳サークル
様、朝日一・二丁目町会様、若宮二丁目町会様、下日出谷自治会
様、楽楽の会様、太極拳サークルなごみ様、青墨会様、スタイル桶川店様、響け歌声の会様、（一社）桶川青
年会議所（桶川４クラブ）様 他（順不同）

そのほか、市・市議会による街頭募金活動や、市内イベントでの募金活動、市内公共施設に設置した募金箱
などにより、多くの方々にご協力いただきました。皆様からの温かいご支援に、心より御礼申し上げます。
皆様から寄せられた義援金は、日本赤十字社を通じて、全額被災地へと送られます。

なお、義援金の受付けは、６月末までの予定でしたが、平成２９年３月３１日まで延長されました。引き続きご
協力をお願いいたします。 詳しくは�社会福祉課

平
成
27
年
度
に
市
内
か
ら
排
出
さ

れ
た
ご
み
量
の
合
計
は
2
2
�
0
2

2
ト
ン
で
、
前
年
度
と
比
較
し
78
ト

ン
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ご
み
量
の
う
ち
資
源
化
量
は
7
�
0

7
0
ト
ン
で
、
資
源
化
率
は
32
・
1

％
で
し
た
。
資
源
化
量
の
う
ち
、
古

紙
類
（
新
聞
紙
、
雑
誌
）、
金
属
類

な
ど
は
有
価
物
と
し
て
売
却
し
、
約

3
�
3
5
0
万
円
の
歳
入
と
な
り
ま

し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

環
境
セ
ン
タ
ー
で
は
、
資
源
物
の

持
ち
去
り
を
防
止
す
る
た
め
、
パ
ト

ロ
ー
ル
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
追
跡
調
査

を
実
施
す
る
ほ
か
、
収
集
し
た
ご
み

を
適
正
に
処
理
し
、
資
源
の
有
効
活

用
に
努
め
て
い
ま
す
。
ご
み
減
量
の

た
め
に
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
ご
み

を
出
さ
な
い
こ
と
で
す
。
マ
イ
バ
ッ

グ
や
マ
イ
ボ
ト
ル
を
活
用
し
、
ご
み

を
出
さ
な
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。
引
き
続
き
、「
ご

み
減
量
」
と
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め

の
ご
み
分
別
」
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
ご
み
排
出
時
の
お
願
い
◆

気
温
の
高
い
季
節
は
、
ご
み
の
に

お
い
も
酷
く
な
り
ま
す
。
排
出
す
る

際
は
、
ひ
と
手
間
か
け
る
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
！

【
ビ
ン
】

ビ
ン
類
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
に
て
手
作
業
で
色
分
け
し
、
分
別

を
し
て
い
ま
す
。
ビ
ン
は
中
身
を

使
い
切
り
、
洗
っ
て
か
ら
出
し
て

く
だ
さ
い
。
中
身
の
残
っ
た
物
は

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

一
つ
ず
つ
人
の
手
で
き
れ
い
に
し

て
い
ま
す
。

ビ
ン
や
缶
の
中
に
絶
対
に
異
物

を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
】

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
、

容
器
包
装
類
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
に
手

作
業
で
分
別
し
て
い
ま
す
。
汚
れ

の
ひ
ど
い
容
器
包
装
類
は
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
軽
く
洗

っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
い
て
は
、

ふ
た
や
ラ
ベ
ル
が
つ
い
た
ま
ま
だ

と
、
再
分
別
し
な
け
れ
ば
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
ま
せ
ん
。
ふ
た
と
ラ
ベ

ル
を
は
が
し
、
中
を
軽
く
洗
っ
て

か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
な
る
べ
く
他
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
と
別
の
袋
で
出

す
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

当
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助
を

受
け
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦
で
父
な

ど
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と

し
て
、
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊

追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民

と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

費
用
▼
10
万
円

訪
問
地
域
▼
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ

ー
半
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
中

国
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ビ
ス
マ
ー
ク

諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

※
前
回
の
参
加
者
は
、
5
年
経
過
後
に
再

度
応
募
可
。

問
合
せ
�
一
般
財
団
法
人
日
本
遺
族
会

事
務
局
�
０３
―
３２６１
―
５
５
２
１

7
月
1
日
付
け
で
、
寿
在
住
の
西
正
博

さ
ん
と
上
日
出
谷
在
住
の
保
泉
裕
子
さ
ん

が
厚
生
労
働
大
臣
と
県
知
事
か
ら
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
一
定
の
区

域
を
担
当
し
、
区
域
内
を
常
に
把
握
し
な

が
ら
、
地
域
で
の
援
助
を
必
要
と
す
る
人

の
相
談
や
援
助
な
ど
の
福
祉
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、
福
祉
に
関
す
る
情
報
の
提
供

や
関
係
諸
機
関
・
施
設
な
ど
へ
の
連
絡
・

調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
西

正
博
さ
ん
】

�
担
当
地
区
�
寿
2
丁
目
5
〜
6
番
・
13

〜
15
番

�
電
話
�
775
―
5
2
6
5

【
保
泉

裕
子
さ
ん
】

�
担
当
地
区
�
上
日
出
谷
西
部
の
一
部

�
電
話
�
786
―
6
0
0
5

詳
し
く
は
�
社
会
福
祉
課

と
き
▼
8
月
23
日
㈫
午
後
2
時

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
301

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
総
会
開
始
の

30
分
前
か
ら
5
分
前
ま
で
に
会
場
に
お
越

し
に
な
り
、
事
務
局
ま
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制
限
す
る

場
合
は
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会

場
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
事
務
局
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
次
回
の
農
業
委
員
会
総
会
は
、
9

月
21
日
㈬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
農
業
委
員
会
事
務
局

単位：t 単位：g 単位：％

資源化率
※4

31．6

32．1

※3 ごみ量（収集ごみ量＋直接搬入ごみ量）／（人口×365日）
※4 資源化量／ごみ排出量

一人あたりの
ごみ量※3

806

805

うち資源
化量 ※2

6，988

7，070

合計

22，100

22，022

粗大ごみ

621

653

資源ごみ
※1

1，683

1，537

紙製の容器
と包装紙

301

283

※1 古着・新聞紙・雑誌・段ボール・紙パック
※2 直接資源化量＋中間処理後再生利用量

その他
ごみ

427

406

金属・ガラ
ス・乾電池

1，200

1，208

プラスチ
ック

2，673

2，763

燃やせる
ごみ

15，195

15，172

平成
26年度
平成
27年度

平
成
27
年
度
ご
み
量
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す

詳
し
く
は
�
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

一つずつ手作業で中身を出します中身が入ったまま出されたビン

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区ででででででででででででででででででででででででででおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお預預預預預預預預預預預預預預預預預預預預預預預預預預かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊熊本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義義援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金ににににににににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててててててててて

【事業系一般廃棄物について】
事業活動に伴って生じる廃棄物は「事業系廃棄物」となり、一般の集積所に出すことはできませ
ん。一般廃棄物については、市民の皆さんと同様に指定袋に分別をして自己搬入するか、一般廃棄
物収集・運搬の許可業者に委託して排出してください。また、産業廃棄物については専門の事業所
へ処理を依頼してください。（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第3条）

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211
桶川市教育委員会 �786―9866
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第
八
次
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
七
次
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す

介
護
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
人
へ

「
平
成
28
年
度
埼
玉
県
介
護
職
員

雇
用
推
進
事
業
」
参
加
者
募
集

埼
玉
県
在
宅
保
健
活
動
者
の
会

「
青
空
会
」
会
員
募
集

交
通
事
故
被
害
者
の
ご
家
族
へ
の

援
護
金
に
つ
い
て

県
警
察
官
採
用
試
験
の

受
験
案
内

平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
を
計
画

期
間
と
す
る「
第
八
次
高
齢
者
福
祉
計
画
・

第
七
次
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
す

る
た
め
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
関
係
者

お
よ
び
被
保
険
者
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
介
護
保
険
被
保
険
者
の
代
表
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
▼
市
内
在
住
の
40
歳
以
上

（
平
成
28
年
11
月
1
日
現
在
）
で
、
平
日

の
昼
間
の
会
議
（
任
期
中
計
6
回
程
度
）

に
出
席
で
き
る
人

募
集
人
員
▼

①
第
1
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
1
人

②
第
2
号
被
保
険
者
（
40
〜
64
歳
）
1
人

任
期
▼
11
月
〜
平
成
30
年
3
月

応
募
方
法
▼
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
計
画
策
定
委
員
に
応
募
す
る
に

当
た
っ
て
の
動
機
な
ど
を
8
月
22
日
㈪
ま

で
に
郵
送
（
〒
363
―
8501
住
所
記
入
不
要
）

ま
た
は
直
接
、
高
齢
介
護
課
へ
。

※
応
募
用
紙
は
、
高
齢
介
護
課
に
あ
り
ま

す
。詳

し
く
は
�
高
齢
介
護
課

介
護
の
仕
事
は
、
人
を
支
え
社
会
を
支

え
る
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

県
で
は
、
介
護
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る

人
に
対
し
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
受

講
か
ら
県
内
介
護
事
業
所
へ
の
就
職
ま
で

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

事
業
内
容
▼

①
本
事
業
の
委
託
先
で
あ
る
㈱
シ
グ
マ
ス

タ
ッ
フ
に
雇
用
さ
れ
ま
す
。

②
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
受
講
し
な
が

ら
県
内
介
護
事
業
所
で
紹
介
予
定
派
遣
と

し
て
働
き
、
派
遣
期
間
終
了
後
の
介
護
事

業
所
へ
の
就
職
を
め
ざ
し
ま
す
。

③
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
無
料
で
受
講

で
き
、
受
講
期
間
中
も
給
料
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

対
象
者
▼
仕
事
を
探
し
て
い
て
、
介
護

の
資
格
を
持
っ
て
い
な
い
人

説
明
会
▼
県
内
各
地
で
開
催
中
※
説
明

会
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
受
託
事
業
者
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

事
業
委
託
元
▼
県
高
齢
者
福
祉
課

問
合
せ
�
㈱
シ
グ
マ
ス
タ
ッ
フ
大
宮
支

店
（
受
託
事
業
者
）
�
７８２
―
５
１
７
３

「
青
空
会
」
は
、
会
員
に
対
す
る
研
修

や
市
町
村
の
保
健
指
導
な
ど
の
支
援
を
し

て
い
ま
す
。

会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
市
町
村
の
支
援

活
動
な
ど
に
協
力
い
た
だ
け
る
保
健
師
、

助
産
師
、
看
護
師
の
資
格
を
お
持
ち
で
、

就
業
し
て
い
な
い
人
、
ま
た
は
在
宅
で
活

動
し
て
い
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
�
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会
保
健
課
�
８２４
―
２
５
３
９
�
８２４
―
２
７

６
５県

交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、
県
内

在
住
の
交
通
遺
児
な
ど
を
対
象
に
、
援
護

一
時
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

※
「
交
通
遺
児
な
ど
」
と
は
、
18
歳
以
下

の
人
で
、
保
護
者
（
一
方
ま
た
は
双
方
）

が
交
通
事
故
（
陸
海
空
全
て
の
交
通
事
故

が
対
象
）
に
よ
り
、
死
亡
ま
た
は
重
い
障

害
を
負
っ
た
人
を
い
い
ま
す
。

給
付
対
象
者
▼
平
成
27
年
4
月
1
日
以

降
、
交
通
遺
児
な
ど
と
な
っ
た
県
内
在
住

の
18
歳
以
下
の
人

給
付
額
（
子
ど
も
1
人
に
つ
き
）
▼

10
万
円
（
1
回
の
み
）

給
付
時
期
▼
11
月
ま
た
は
平
成
29
年
5

月
申
請
書
類
▼
安
心
安
全
課
お
よ
び
学
校

支
援
課
で
配
布
し
ま
す
。

提
出
期
限
▼

11
月
支
給
分
�
8
月
31
日
㈬

平
成
29
年
5
月
支
給
分
�
平
成
29
年
2
月

28
日
㈫

提
出
先
▼
み
ず
ほ
信
託
銀
行
㈱
浦
和
支

店
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
2
―
6
―

18
�
822
―
0
1
9
1
）
へ
、
郵
送
ま
た
は

直
接
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
県
防
犯
・
交
通
安
全
課

�
８３０
―
２
９
５
８

試
験
日
▼
9
月
18
日
㈰

試
験
資
格
▼

Ⅰ
類
�
大
学
を
卒
業
ま
た
は
平
成
29
年
3

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
（
29
歳
ま

で
）

Ⅱ
類
�
短
期
大
学
も
し
く
は
専
修
学
校
を

卒
業
ま
た
は
平
成
29
年
3
月
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
人
（
19
〜
29
歳
）

Ⅲ
類
�
Ⅰ
類
お
よ
び
Ⅱ
類
に
該
当
し
な
い

人
（
17
〜
29
歳
）

武
道
・
体
育
指
導
Ⅰ
類
�
Ⅰ
類
の
受
験
資

格
を
有
し
柔
道
ま
た
は
剣
道
が
4
段
以
上

（
卒
業
見
込
み
の
人
は
3
段
以
上
）
の
人

※
年
齢
は
平
成
28
年
4
月
1
日
現
在

受
付
期
間
▼
8
月
5
日
㈮
〜
24
日
㈬

問
合
せ
�
上
尾
警
察
署
�
７７３
―
０
１
１

０

高齢者人口の増加とともに、ひとり暮らしの高齢者も年々増加しています。高齢者のひとり暮らしは、
突然の病気やけがなどに対応が遅れる心配を抱えており、孤独死という悲しい出来事や悪質な訪問販売の
被害、虐待の被害など、高齢者をとりまく様々な社会問題につながっていきます。
こうした社会問題は、ご近所付き合いや地域全体で見守りを行うことにより、防ぐことが可能です。
市では「高齢者安心見守りネットワーク」の「発見するシステム」の強化

のため、徘徊者見守りステッカー交付事業を開始します。

徘徊者見守りステッカー交付事業
徘徊するおそれのある高齢者などに対して、地域での見守りや行方不明に

なった場合の早期発見につなげるために、靴や杖などに貼り付ける徘徊者見
守りステッカーを交付します。
【対象】
⑴ 市内に住所があり、在宅で生活している人
⑵ おおむね65歳以上で、徘徊をするおそれのある人
⑶ 初老期における認知症で、徘徊をするおそれのある人

【利用方法】
⑴ 市に登録をします（登録内容については警察、消防および地域包括支援
センターと情報共有します）。

⑵ 徘徊者見守りステッカー（登録番号が記載されたもの）を対象者の靴などの持ち物に貼ります。
⑶ 対象者が行方不明になった場合に、ステッカーを利用していることにより早期発見につながります。
⑷ 警察、消防などで保護された場合は、ステッカーの番号により早期に身元が判明します。

【費用】 無料
【利用者の家族などへのお願い】
�登録している人が行方不明になってしまった時は？
�上尾警察署に届け出てください。その際、ステッカー番号もお伝えください。

【地域の人々へのお願い】
�ステッカーを貼った高齢者を見かけたら？
�道に迷っている、座り込んでいるなどの困っている様子が見受けられる場合には、おだやかな口調
で声をかけてください。必要があれば警察署などに連絡をお願いします（ステッカー番号もお伝え
ください）。

シリーズ 明日のあんしん ～高齢者の暮らしを支える～⑬

住み慣れた地域で自分らしい暮らしができるように
詳しくは�高齢介護課

今月のおれんじカフェ
認知症の人とその家族・地域住民など誰もが利用でき、触れ合える

場所「おれんじカフェ」を開催します。

※参加希望のグループホームまで連絡のうえ、お越しください。
○グループホームみんなの家桶川（坂田東１－３６－３�７２９－１６１６）
開催日 ▼8月10日㈬

○愛の家グループホーム桶川（朝日２－１０－１５�７７８－６６０３）
開催日 ▼8月17日㈬

○桶川ケアセンターそよ風（上日出谷１２４５－２�７８９－３１３０）
開催日 ▼8月19日㈮
※開催時間はいずれも午後1～3時（出入り自由）です。
詳しくは�高齢介護課

市民税・県民税
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料

【第2期】

納期限…8月31日
納付は期限内に！

今月の納期

徘徊者見守りステッカー（見本）

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211
桶川市教育委員会 �786―9866
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水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
共
通
試
験
を
行
い
ま
す

上
級
救
命
講
習

平
成
28
年
度
危
険
物
取
扱
者
試
験

（
第
4
・
5
回
）

「
小
規
模
工
事
契
約
希
望
者
登
録
制
度
」

契
約
希
望
者
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

平
成
29
・
30
年
度
建
設
工
事
等
の

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の

受
付
に
つ
い
て

在
宅
ワ
ー
カ
ー
育
成
セ
ミ
ナ
ー

（
入
門
コ
ー
ス
）開
催
の
お
知
ら
せ

桶
川
都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧
の

お
知
ら
せ

夏
季
に
は
各
地
で
台
風
や
局
地
的
な
大

雨
に
よ
り
、
河
川
の
急
な
増
水
・
氾
濫
な

ど
に
よ
る
多
数
の
人
的
被
害
お
よ
び
住
家

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
備

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

川
や
用
水
路
が
増
水
し
て
い
た
ら
近
づ
か

な
い増

水
し
た
川
で
は
、
堤
防
が
決
壊
し
た

り
、
橋
が
壊
れ
た
り
し
て
危
険
で
す
。
川

や
用
水
路
が
増
水
し
て
い
る
と
き
に
渡
り
、

流
さ
れ
る
被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
大

雨
時
に
は
川
や
用
水
路
を
見
に
行
く
こ
と

も
や
め
ま
し
ょ
う
。

【
事
前
の
備
え
】

�
市
作
成
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
活

用
し
、
避
難
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

�
非
常
時
の
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

【
避
難
時
に
注
意
す
る
こ
と
】

�
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

防
災
無
線
な
ど
で
最
新
の
気
象
情
報
や
避

難
指
示
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
入
手
し
ま

し
ょ
う
。

�
避
難
す
る
と
き
は
動
き
や
す
い
服
装
に

な
り
、
単
独
行
動
は
避
け
、
警
察
・
消
防
・

市
な
ど
の
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

�
避
難
の
際
は
、
高
さ
の
あ
る
道
路
を
通

行
し
ま
し
ょ
う
。
浸
水
場
所
で
は
、
蓋
の

外
れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
や
側
溝
な
ど
に
転
落

す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
浸
水
し
た
場

合
、
建
物
の
2
階
以
上
に
避
難
し
ま
し
ょ

う
。

�
自
動
車
が
水
に
浸
か
る
と
、
水
圧
で
扉

が
開
か
な
く
な
る
な
ど
危
険
で
す
。
車
で

の
避
難
は
特
別
な
場
合
を
除
き
や
め
ま
し

ょ
う
。

水
難
者
を
見
た
人
は
、す
ぐ
に
警
察（
1

1
0
番
）・
消
防
（
1
1
9
番
）
に
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
上
尾
警
察
署
�
７７３
―
０
１
１

０
受
験
資
格
▼
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

①
高
等
学
校
の
土
木
工
学
科
ま
た
は
こ
れ

に
相
当
す
る
課
程
を
修
了
し
て
卒
業
し
た

人②
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
で
、
排
水
設

備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た
は
施
工
に
関
し
、

1
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
人

③
排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た
は
施

工
に
関
し
、
2
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有

す
る
人

④
①
〜
③
に
準
ず
る
人

試
験
日
▼
11
月
27
日
㈰

試
験
会
場
▼
埼
玉
工
業
大
学
（
深
谷

市
）受

付
期
間
▼
8
月
22
日
㈪
〜
10
月
7
日

㈮
申
込
方
法
▼
郵
送
※
詳
細
は
受
験
案
内

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
料
▼
1
万
円

※
受
験
案
内
は
8
月
22
日
㈪
か
ら
分
庁
舎

の
下
水
道
課
で
配
布
し
ま
す
。（
土
日
・

祝
日
を
除
く
）

詳
し
く
は
�
下
水
道
課

内
容
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

（
成
人
、
小
児
、
乳
児
、
新
生
児
）、
大

出
血
時
の
止
血
法
、
傷
病
者
管
理
法
、
外

傷
の
手
当
、
搬
送
法
※
講
習
修
了
者
に
は

修
了
証
を
交
付

と
き
▼
9
月
17
日
㈯
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
（
午
前
8
時
30
分
受
付
開
始
）

と
こ
ろ
▼
北
本
消
防
署
北
本
東
分
署

（
北
本
市
宮
内
7
―
240
）

対
象
▼
桶
川
市
・
鴻
巣
市
・
北
本
市
に

在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
人

（
再
受
講
可
）

定
員
▼
15
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
、
昼
食

そ
の
他
▼
当
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
は
、
受

講
時
間
が
開
始
よ
り
1
時
間
免
除
さ
れ
ま

す
。申

込
み
・
問
合
せ
▼
8
月
15
日
㈪
〜
9

月
10
日
㈯
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
桶
川

消
防
署
（
北
1
―
25
―
23
、
�
773
―
1
1

9
0
）
へ
。

消
防
法
で
定
め
ら
れ
る
数
量
以
上
の
危

険
物
（
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・
重
油
な
ど
）

を
貯
蔵
し
、
ま
た
は
取
り
扱
う
人
は
、
危

険
物
取
扱
者
免
状
が
必
要
で
す
。

試
験
日
・
会
場
▼

①
10
月
2
日
㈰
・
東
京
国
際
大
学
（
川
越

市
）

②
10
月
9
日
㈰
・
埼
玉
大
学
（
さ
い
た
ま

市
）

※
試
験
の
た
め
の
準
備
講
習
会
も
開
催
し

ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
▼
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

埼
玉
県
支
部
試
験
係
（
〒
330
―
0062
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
仲
町
2
―
13
―
8
ほ
ま
れ
会

館
2
階
）
へ
、
8
月
24
日
㈬
〜
9
月
6
日

㈫
【
消
印
有
効
】
で
、
書
面
に
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
※
電
子
申
請
可

願
書
配
布
・
問
合
せ
▼
埼
玉
県
央
広
域

消
防
本
部
予
防
課
�
048
―
597
―
2
0
0
4

／
桶
川
消
防
署
管
理
指
導
課
�
773
―
1
1

9
0
／
鴻
巣
消
防
署
管
理
指
導
課
�
048
―

597
―
2
0
0
5
／
北
本
消
防
署
管
理
指
導

課
�
048
―
592
―
5
0
0
5

※
い
ず
れ
も
土
日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

市
が
発
注
す
る
小
規
模
工
事
（
130
万
円

以
下
）
の
契
約
希
望
者
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。
今
回
の
受
付
は
臨
時
登
録
で
す

の
で
、
登
録
済
み
の
場
合
、
申
請
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間
▼
9
月
1
日
㈭
〜
12
日
㈪

（
土
日
を
除
く
）

受
付
時
間
▼
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

受
付
場
所
▼
契
約
管
財
課

有
効
期
間
▼
10
月
1
日
〜
平
成
29
年
3

月
31
日

対
象
▼
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
し
、

小
規
模
工
事
の
契
約
を
希
望
す
る
人
（
桶

川
市
建
設
工
事
競
争
入
札
参
加
資
格
者
名

簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
人
）

提
出
書
類
▼
提
出
要
領
を
参
照

※
提
出
要
領
は
、
契
約
管
財
課
で
配
布
し

ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
契
約
管
財
課

市
が
発
注
す
る
「
建
設
工
事
」「
設
計
・

調
査
・
測
量
業
務
（
不
動
産
鑑
定
業
務
を

含
む
）」「
土
木
施
設
維
持
管
理
業
務
（
道

路
、
河
川
、
苑
地
お
よ
び
下
水
道
の
維
持

管
理
業
務
）」
の
受
注
を
希
望
す
る
事
業

者
の
入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。
申
請
の
手
引
き
な
ど
に
つ
い

て
は
、
県
入
札
審
査
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
窓
口
▼
共
同
受
付
窓
口
（
県
入
札

審
査
課
）

新
規
申
請
受
付
期
間
▼
9
月
9
日
㈮
〜

10
月
7
日
㈮
※
郵
送
に
よ
る
申
請
【
消
印

有
効
、
持
参
不
可
】

更
新
申
請
受
付
期
間
▼

①
建
設
工
事：

10
月
11
日
㈫
〜
11
月
25
日

㈮②
設
計
・
調
査
・
測
量
業
務
（
不
動
産
鑑

定
業
務
を
含
む
）、
土
木
施
設
維
持
管
理

業
務
（
道
路
、
河
川
、
苑
地
お
よ
び
下
水

道
の
維
持
管
理
業
務
）：

10
月
11
日
㈫
〜

11
月
11
日
㈮

※
①
、
②
を
同
時
に
更
新
す
る
場
合
は
11

月
11
日
㈮
ま
で
で
す
。

※
埼
玉
県
電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
電
子
申
請
を
行
い
、
関
係
書
類
を
郵
送

【
消
印
有
効
、
持
参
不
可
】

そ
の
他
▼
そ
の
他
の
業
務
お
よ
び
物
品

購
入
等
に
つ
い
て
は
、
例
年
ど
お
り
平
成

29
年
2
月
上
旬
に
市
で
受
け
付
け
る
予
定

で
す
。

※
詳
し
く
は
、
平
成
29
年
1
月
広
報
お
よ

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
契
約
管
財
課

市
で
は
、
県
と
共
催
で
在
宅
ワ
ー
カ
ー

育
成
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。
在
宅
ワ
ー

ク
と
は
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
っ
て
自
宅
で

仕
事
を
す
る
働
き
方
で
す
。
こ
れ
か
ら
在

宅
ワ
ー
ク
を
始
め
た
い
人
に
、
在
宅
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
現
役
在
宅
ワ

ー
カ
ー
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
も
で
き
ま

す
。
※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
希
望
者
に
は

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

と
き
▼
9
月
21
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
桶
川
市
商
工
会
館
（
鴨
川
1

―
4
―
3
）

対
象
▼
在
宅
ワ
ー
ク
に
興
味
の
あ
る
女

性
定
員
▼
50
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

講
師
▼
株
式
会
社
キ
ャ
リ
ア
・
マ
ム

代
表
取
締
役

堤
香
苗
さ
ん

そ
の
他
▼
託
児
あ
り【
定
員
制・要
予
約
】

申
込
み
・
問
合
せ
�
産
業
観
光
課

都
市
計
画
の
変
更
に
あ
た
り
、
都
市
計

画
法
第
17
条
に
基
づ
く
都
市
計
画
の
案
の

縦
覧
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

【
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
】

内
容
▼

①
「
桶
川
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整

備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
」お
よ
び「
桶

川
都
市
計
画
区
域
区
分
」
の
変
更
案
（
県

決
定
）

②
「
用
途
地
域
」、「
防
火
地
域
及
び
準
防

火
地
域
」、「
地
区
計
画
」、「
土
地
区
画
整
理

事
業
」、「
下
水
道
」の
変
更
案（
市
決
定
）

期
間
▼
8
月
30
日
㈫
〜
9
月
13
日
㈫

（
土
日
を
除
く
）
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
15
分

と
こ
ろ
▼
①
は
、
都
市
計
画
課
、
県
都

市
計
画
課
、
北
本
県
土
整
備
事
務
所
、
②

は
、
都
市
計
画
課

【
案
に
対
す
る
意
見
書
の
提
出
】

対
象
▼
市
民
お
よ
び
利
害
関
係
人

提
出
方
法
▼
①
は
、
持
参
、
郵
送
ま
た

は
県
電
子
申
請
届
出
サ
ー
ビ
ス
（
電
子
申

請
届
出
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
は
、
県
都
市
計

画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
）、
②
は
、

持
参
ま
た
は
郵
送

提
出
期
限
▼
9
月
13
日
㈫
午
後
5
時
15

分
ま
で
《
必
着
》

提
出
先
▼
①
は
、
都
市
計
画
課
（
〒
363

―
8501
住
所
記
入
不
要
）、
県
都
市
計
画
課

（
〒
330
―
9301
住
所
記
入
不
要
）、
北
本
県

土
整
備
事
務
所
の
い
ず
れ
か
、
②
は
、
都

市
計
画
課

※
①
の
変
更
案
に
つ
い
て
は
、
市
お
よ
び

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
②
の

変
更
案
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
都
市
計
画
課
ま
た
は
県
都

市
計
画
課
�
８３０
―
５
３
４
１
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甲
種
防
火
管
理
再
講
習
の
開
催

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

一
時
移
転
に
つ
い
て

私
た
ち
に
最
も
身
近
な
ペ
ッ
ト
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
犬
や
猫
。
最
近
、
誤
っ

た
飼
い
方
に
よ
り
、
ご
近
所
間
の
ト
ラ
ブ

ル
が
大
変
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

よ
う
な
飼
い
方
は
ペ
ッ
ト
を
不
幸
な
立
場

に
陥
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

改
め
て
正
し
い
飼
い
方
を
し
て
い
る
か

注
意
し
て
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
飼
主
が
守
る
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
】

犬
や
猫
を
飼
う
際
は
、
健
康
で
寿
命
い

っ
ぱ
い
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
、
責
任
と
愛

情
を
持
っ
て
最
後
ま
で
面
倒
を
見
る
覚
悟

が
必
要
で
す
。
途
中
で
嫌
に
な
っ
て
捨
て

る
こ
と
の
な
い
よ
う
飼
う
前
に
よ
く
考
え

て
く
だ
さ
い
。

犬
の
飼
い
方

�
鳴
き
声
や
に
お
い
な
ど
、
他
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

�
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
、
散
歩
は

リ
ー
ド
（
引
き
綱
）
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

�
散
歩
の
と
き
は
、
周
囲
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
、
ふ
ん
や
尿
を
さ
せ
る
場
所
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
な
ど
を
用
意
し
、
ふ
ん
は
飼
主
が
責
任

を
持
っ
て
始
末
し
ま
し
ょ
う
。

○
犬
の
登
録
制
度

犬
を
飼
い
始
め
た
場
合
『
狂
犬
病
予
防

法
』
に
基
づ
き
、
登
録
と
年
1
回
の
狂
犬

病
予
防
注
射
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
死
亡
、
所
在
地
や
飼
主
が
変
わ

っ
た
と
き
な
ど
に
届
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

○
迷
子
の
犬

野
良
犬
や
迷
子
犬
に
つ
い
て
は
『
鑑
札

（
犬
の
注
射
済
票
・
鑑
札
）
を
付
け
て
い

な
い
犬
を
抑
留
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』

と
、
狂
犬
病
予
防
法
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
時
、
鑑
札
が
な
く
飼
養
管
理
期

間
を
過
ぎ
て
も
飼
主
が
引
き
取
り
に
来
な

い
場
合
は
、
一
部
を
除
き
殺
処
分
と
な
り

ま
す
。

も
し
、『
鑑
札
』
が
付
い
て
い
れ
ば
、

そ
の
番
号
か
ら
飼
主
が
わ
か
り
、
犬
た
ち

は
元
の
家
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
犬

の
注
射
済
票
・
鑑
札
は
、
公
的
な
迷
子
札

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
す
。
犬
の

注
射
済
票
・
鑑
札
な
ど
を
必
ず
付
け
ま
し

ょ
う
。

犬
に
関
す
る
相
談
▼
鴻
巣
保
健
所
�
048

―
541
―
0
2
4
9

猫
の
飼
い
方

�
猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。
外
飼
い

や
内
外
自
由
飼
い
は
、
飼
主
の
目
の
届
か

な
い
と
こ
ろ
で
ふ
ん
・
尿
・
鳴
き
声
な
ど

で
近
隣
住
民
に
迷
惑
を
か
け
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
交
通
事
故
や
け
が
な

ど
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

�
や
む
を
得
な
い
理
由
で
飼
え
な
く
な
っ

た
り
、
子
猫
が
生
ま
れ
て
飼
え
な
い
と
き

は
、
新
し
い
飼
主
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

�
不
幸
な
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
は
、

避
妊
・
去
勢
手
術
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
野
良
猫

�
野
良
猫
に
は
エ
サ
を
与
え
な
い
で
く
だ

さ
い
。
エ
サ
を
与
え
る
と
野
良
猫
が
そ
の

周
辺
に
住
み
着
き
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

猫
に
関
す
る
相
談
▼
県
動
物
指
導
セ
ン

タ
ー
�
855
―
0
4
8
4

【
災
害
時
の
ペ
ッ
ト
対
策
に
つ
い
て
】

災
害
は
何
時
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

飼
主
の
指
示
を
聞
く
、
無
駄
吠
え
し
な
い
、

人
な
れ
・
犬
な
れ
で
き
る
よ
う
、
普
段
か

ら
の
し
つ
け
や
、
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。ま
た
、ペ
ッ
ト
用
の
常
備
品〈
薬
・

フ
ー
ド
、
水
（
7
日
分
以
上
が
望
ま
し

い
）・
首
輪
・
リ
ー
ド
・
ペ
ッ
ト
シ
ー
ト

な
ど
〉
の
用
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
�
環
境
課

【
事
例
1
】

高
校
生
の
娘
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
広

告
を
見
て
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
・
美
肌
効
果
を

う
た
っ
た
健
康
食
品
の
10
日
分
10
包
モ
ニ

タ
ー
セ
ッ
ト
100
円
を
1
か
月
前
に
注
文
し

た
ら
し
い
。
娘
は
お
試
し
1
回
購
入
だ
け

の
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
最
近
、
同
商
品
30

日
分
が
届
き
5
千
円
の
請
求
書
が
入
っ
て

い
た
。
事
業
者
に
確
認
す
る
と
、
最
初
の

10
日
分
を
含
め
4
回
購
入
約
束
の
定
期
購

入
契
約
だ
と
言
わ
れ
た
。
合
計
1
万
円
以

上
に
な
る
。
解
約
で
き
る
の
は
4
回
購
入

後
だ
と
い
う
。
今
す
ぐ
解
約
し
た
い
。

【
事
例
2
】

事
業
者
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
ダ
イ
エ

ッ
ト
や
細
胞
を
活
性
化
さ
せ
体
調
を
整
え

る
効
果
が
あ
る
酵
素
食
品
が
、
初
回
500
円

で
購
入
で
き
る
と
あ
っ
た
の
で
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
申
し
込
ん
だ
。
送
ら
れ
て
き

た
も
の
を
一
週
間
食
べ
た
ら
体
調
が
悪
く

な
っ
た
た
め
、
電
話
で
解
約
の
申
し
入
れ

を
し
た
と
こ
ろ
、
4
回
の
定
期
コ
ー
ス
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
と
3
回
は
購
入
し
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
た
。

解
約
を
要
望
す
る
と
、
通
常
販
売
価
格

5
�
1
8
2
円
（
う
ち
500
円
は
支
払
済

み
）
で
買
い
取
っ
て
も
ら
え
る
な
ら
3
回

分
は
解
約
に
応
じ
る
と
い
う
。
高
額
な
の

で
納
得
い
か
な
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
、
健
康
食
品

や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
「
お
試
し
価
格
」
で

安
価
で
購
入
で
き
る
と
あ
っ
た
の
で
申
し

込
ん
だ
と
こ
ろ
、
お
試
し
の
つ
も
り
が
定

期
購
入
の
契
約
だ
っ
た
と
い
う
相
談
が
多

数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
は
、
広
告
で

一
定
の
表
示
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
定
期
購
入
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

に
く
く
表
示
さ
れ
て
い
る
場
合
や
小
さ
く

表
示
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
表

示
を
見
落
と
さ
な
い
よ
う
に
ペ
ー
ジ
の

隅
々
ま
で
注
意
が
必
要
で
す
。

②
未
成
年
者
が
、
お
試
し
価
格
で
安
価
な

た
め
小
遣
い
で
払
え
る
と
思
い
、
保
護
者

の
知
ら
な
い
間
に
注
文
し
、
ト
ラ
ブ
ル
に

な
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。
未
成
年
者
は
保

護
者
と
契
約
内
容
を
よ
く
確
認
し
、
同
意

を
得
て
か
ら
申
し
込
み
ま
し
ょ
う
。

③
広
告
は
商
品
の
特
価
や
特
性
ば
か
り
が

強
調
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
契
約
条
件
を
必

ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

④
困
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
最
寄
り
の
消

費
生
活
相
談
窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
▼
9
月
2
日
㈮
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
5
分

と
こ
ろ
▼
県
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
（
鴻

巣
市
袋
30
）

※
北
鴻
巣
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
20
分

※
受
講
者
用
の
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

近
隣
施
設
の
駐
車
場
も
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
▼
劇
場
・
集
会
所
・
店
舗
・
ホ
テ

ル
・
病
院
な
ど
、
不
特
定
多
数
の
人
が
出

入
す
る
建
物
の
、
収
容
人
員
が
300
人
以
上

の
建
物
の
防
火
管
理
者
（
甲
種
防
火
管
理

講
習
を
修
了
し
た
人
に
限
る
）
※
5
年
に

1
度
の
再
講
習
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

定
員
▼
50
人

費
用
▼
1
�
3
5
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

受
付
期
間
▼
8
月
1
日
㈪
〜
12
日
㈮

申
込
み
▼
【
直
接
】
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

ま
で
に
予
防
課
お
よ
び
桶
川
消
防
署
・
北

本
消
防
署
へ
。

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】「
防
火
管
理
再
講
習
申
込
み
」

と
記
載
し
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
埼
玉
県
央

広
域
消
防
本
部
予
防
課
�
048
―
597
―
3
7

1
6
へ
。
※
送
信
後
は
、
必
ず
電
話
で
受

講
番
号
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼
申
込
受
付
時
、
甲
種
防
火
管

理
講
習
修
了
証
を
確
認
し
ま
す
。
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
申
込
み
の
人
は
修
了
証
も
一
緒
に
お
送

り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
�
０４８
―
５９７
―
２
０
０
４

勤
労
福
祉
会
館
の
施
設
改
修
工
事
に
伴

い
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
工
事
期

間
中
移
転
し
ま
す
。

移
転
先
▼
農
業
セ
ン
タ
ー
内

移
転
期
間
▼
8
月
1
日
㈪
〜
平
成
29
年

3
月
末（
予
定
）※
8
月
1
日
は
、
回
線
工

事
の
た
め
、
不
通
の
時
間
帯
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
�
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�
７７７
―
１
９
２
０

犬
や
猫
の

正
し
い
飼
い
方

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
試
し
1
回
限
り
の
つ
も
り
だ
っ
た
の
に
、
定
期
契
約
に
な
っ
て
い
た
！

【
桶
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

相
談
日
時
▼
毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
午
前
１０
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
３
時
３０
分

※
相
談
の
際
に
は
、
契
約
書
や
経
緯

を
ま
と
め
た
資
料
を
必
ず
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

☆自衛官等募集☆
試験予定日

９月２４日㈯
９月２５日㈰

★１次試験
９月２４日㈯
★２次試験有
★１次試験
１１月５日㈯
１１月６日㈰
★２次試験有
★１次試験
１０月２９日㈯
１０月３０日㈰
★２次試験有

★１次試験
１０月１５日㈯
★２次試験有

受付時にお知ら
せします

９月２３日㈮～２７
日㈫の指定され
た１日

※年齢は平成２９年４月１日現在
※ホームページから、内容の確認および資料請求などができますので、
ご確認ください。
問合せ�自衛隊さいたま地域事務所�６５１－２４２０

応募資格

高卒（見込含）２１
歳未満（高等学校
長の推薦が必要）

高卒（見込含）
２１歳未満

日本国籍を有する
もので、１８歳以上
２７歳未満

受付期間

９月５日㈪～
８日㈭《必着》

９月５日㈪～
３０日㈮《必着》

年間を通じて
受付中

７月１日㈮～
９月８日㈭
《必着》

募集種目

推
薦

総
合

選
抜

一
般

（
前
期
）

防衛医科大学校

防衛医科大学校
看護学科学生
（自衛官コース）

男
子

女
子

防衛
大学校

自衛官
候補生

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211
桶川市教育委員会 �786―9866
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男
女
共
同
参
画
推
進
助
成
金

〜
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
研
修

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

桶
川
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
「
趣
味
の

作
品
展
」
開
催
の
お
知
ら
せ

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

深
い
認
識
と
広
い
視
野
を
養
う
た
め
に
、

男
女
共
同
参
画
推
進
に
関
す
る
事
業
の
一

環
と
し
て
、
国
・
県
な
ど
が
主
催
す
る
研

修
な
ど
へ
の
参
加
費
用
の
一
部
を
予
算
の

範
囲
内
で
助
成
し
ま
す
。

応
募
資
格
▼
市
内
に
在
住
し
、
男
女
共

同
参
画
に
関
心
が
あ
り
、
積
極
的
に
学
ぶ

意
欲
を
持
っ
て
研
修
な
ど
に
参
加
し
、
今

後
の
地
域
活
動
や
本
市
の
男
女
共
同
参
画

推
進
の
事
業
に
協
力
で
き
る
人

詳
し
く
は
�
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

桶
川
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
（
桶
川
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
）
の
会
員
が
、
趣
味
や
生

き
が
い
活
動
で
制
作
し
た
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

と
き
▼
8
月
22
日
㈪
〜
26
日
㈮
の
午
前

9
時
〜
午
後
4
時
※
22
日
㈪
は
午
前
11
時

か
ら
、
26
日
㈮
は
午
後
3
時
ま
で
。

と
こ
ろ
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
�
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
�
７２８
―

１
１
２
２

8月 の無料相談 ●桶川市役所・教育委員会／�786－3211�786－9866
●社会福祉協議会／�728－2221�728－2313

相 談 相談員 相 談 内 容 と き と こ ろ 問 合 せ

法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

5日㈮・12日㈮・19日㈮・26㈮
14：00～17：00
20日㈯9：00～12：00
9月2日㈮・9日㈮・23日㈮・30㈮
14：00～17：00
17日㈯9：00～12：00

仮設庁舎相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

4日㈭ ※次回は9月8日㈭
13：00～16：00 仮設庁舎相談室

行政書士相談（予約制） 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

1日㈪ ※次回は9月1日㈭
13：00～16：00 仮設庁舎相談室

不動産相談（予約制） 宅 地 建 物
取引主任者

不動産の売買、賃貸借契約等についての相
談 24日㈬13：00～16：00 仮設庁舎相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談 20日㈯9：00～12：00 仮設庁舎会議室201

電話でも可 �786－3211

行 政 相 談 行 政
相談委員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

12日㈮ ※次回は9月9日㈮
10：00～12：00 仮設庁舎相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 仮設庁舎相談室

直通�786－3450

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 仮設庁舎相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 8日㈪、22日㈪

10：00～16：00 仮設庁舎相談室
人権・男女共同
参画課

人 権 相 談 人権擁護
委 員

悩みごと・相続・離婚問題・子どものいじ
めなどの日常生活でお困りのことの相談 9日㈫9：00～12：00 地域福祉活動センター3階

内 職 相 談 市 役 所
職 員 内職に関する相談・案内 毎週水曜日・金曜日（祝日を除く）

10：00～15：00
東部区画整理推進事務所
直通�729－0001（水・金曜日）産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月～金（祝日を除く）
10：00～15：30（12：00～13：00を除く）

仮設庁舎2階
電話でも可 �786－3211 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚園・
学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火曜日・木曜日（祝日を除く）
10：00～16：00

駅前子育て支援センター
電話でも可 直通�777－7708 こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調

整して決定
児童発達支援センター分室
�787－5562

児童発達支援セ
ンター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
相談

毎週月～金（祝日を除く）
9：00～17：00

桶川市教育センター
直通�786－3237

教育委員会学校
支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
13：00～15：00

地域福祉活動センター
直通�728－2369 社会福祉協議会

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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